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総
合
計
画
は
、市
の
ま
ち
づ
く

り
の
将
来
像
や
目
標
な
ど
を
定

め
、そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
手

段
を
総
合
的
・
体
系
的
に
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。市
の
行
政
運

営
の
指
針
と
な
り
、あ
ら
ゆ
る
計

画
の
最
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る

計
画
で
す
。

　

平
成
27
年
９
月
に
策
定
し
た
第

二
次
登
米
市
総
合
計
画
の
計
画
期

間
は
、平
成
28
年
度
か
ら
令
和
７

年
度
ま
で
の
10
年
間
。「
協
働
に
よ

る
登
米
市
の
持
続
的
な
発
展
」を

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に
、基

本
構
想
、基
本
計
画
、実
施
計
画
の

３
層
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、各
施
策
の
分
野
ご

と
に
今
後
の
方
向
性
や
主
要
施
策

な
ど
を
定
め
た
基
本
計
画
は
、社

会
経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対

応
す
る
た
め
、策
定
後
５
年
を
目

途
に
、必
要
に
応
じ
て
見
直
す
こ

と
に
し
て
お
り
、５
年
目
を
迎
え

た
令
和
２
年
度
に
見
直
し
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

基
本
計
画
を
見
直
す
に
当
た
っ

て
は
、こ
れ
ま
で
の
成
果
を
把
握

し
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

す
た
め
、平
成
31
年
４
月
に
市
民

５
千
人
を
対
象
と
し
た「
ま
ち
づ

く
り
市
民
意
向
調
査
」を
実
施
し

た
ほ
か
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

し
、市
民
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
を
参
考

に
、国
の
動
き
や
市
を
取
り
巻
く

状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、基
本
計

画
で
掲
げ
て
い
た
今
後
の
方
向
性

や
目
標
値
を
修
正
し
ま
し
た
。ま

た
、現
在
、世
界
各
国
が
取
り
組

み
、第
二
次
登
米
市
総
合
計
画
に

掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
と
も
考
え
が
合
致
し
て
い
る

「
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）」を
、市
民
皆
さ
ん
と
連
携
し

な
が
ら
推
進
し
て
い
く
た
め
、基

本
計
画
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

基
本
計
画
の
改
定
案
は
、委
員

20
人
で
構
成
さ
れ
る
総
合
計
画
審

議
会（
徳
永
幸よ

し

之ゆ
き

会
長
・
宮
城
大
学

教
授
）で
審
議
さ
れ
、昨
年
12
月
に

市
議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
定
後
の
内
容
は
、市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
）
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２
２
）２
１
４
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下
水
道
事
業
は
、生
活
環
境
の

改
善
、公
共
用
水
域
の
水
質
保
全

な
ど
の
た
め
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地

域
で
は
、下
水
道
に
接
続
す
る
こ

と
で
、生
活
排
水
な
ど
に
よ
る
悪

臭
や
害
虫
の
発
生
が
抑
え
ら
れ
、

快
適
な
生
活
と
水
路
や
河
川
の
水

質
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。公
共

用
水
域
を
き
れ
い
に
し
、自
然
環

境
を
保
全
す
る
た
め
に
も
、早
め

の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

水
道
水
以
外
の
井
戸
水
な
ど
を

生
活
用
水
と
し
て
使
用
し
て
い
る

人
、下
水
道
に
一
部
の
み
接
続
し

て
い
る
人
、製
造
業
な
ど
の
事
業

を
営
む
人
で
、水
道
水
の
使
用
量

と
下
水
道
に
流
す
汚
水
量
が
大
き

く
異
な
る
場
合
は
、排
出
汚
水
量

の
認
定
制
度
に
よ
り
、下
水
道
使

用
料
を
算
定
し
ま
す
。

　

水
道
使
用
量
と
下
水
汚
水
量
が

大
き
く
異
な
る
場
合
は
、「
排
出
汚

水
量
申
告
書
」の
提
出
が
必
要
で

す
。申
告
書
は
、上
下
水
道
部
経
営

総
務
課（
市
役
所
登
米
庁
舎
１
階
）

に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、市
上

下
水
道
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
現
在
認
定
を
受
け
て
い
る
人

も
、年
度
ご
と
に
申
告
書
の
提
出

が
必
要
で
す

上
下
水
道
部
経
営

総
務
課（
業
務
係
）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
収

入
減
や
帰
省
が
困
難
に
な
る
な
ど

の
影
響
を
受
け
て
い
る
、登
米
市

出
身
で
市
外
在
住
の
生
徒
や
学
生

の
経
済
的
負
担
を
支
援
す
る
た

め
、市
内
産
米
と
と
も
に
、登
米
市

の
物
産
品
１
万
円
相
当
を
詰
め
合

わ
せ
て
お
届
け
し
ま
す
。

次
の
❶
、❷
の
要
件
を

満
た
す
人
❶
登
米
市
出
身
で
令
和

３
年
１
月
１
日
時
点
で
、高
等
学

校
、短
期
大
学
、大
学
、大
学
院
、専

門
学
校
な
ど
に
在
学
し
、市
外
に

在
住
し
て
い
る
❷
保
護
者
が
登
米

市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

※
対
象
と
な
る
学
校
は
、学
校
教

育
法
で
設
置
認
可
を
受
け
て
い
る

国
立
学
校
、公
立
学
校
、私
立
学
校

で
す
。私
立
学
校
は
、都
道
府
県
が

公
表
し
て
い
る
私
立
学
校
名
簿

（
令
和
２
年
度
版
）に
記
載
さ
れ
て

い
る
学
校
と
し
ま
す

※
生
徒
・
学
生
が
進
学
に
よ
り
登

米
市
外
に
住
民
登
録
を
異
動
し
て

い
る
か
は
問
い
ま
せ
ん

生
徒
・
学
生
本
人
ま

た
は
保
護
者
が
申
し
込
み
す
る
こ

　

市
公
用
車
へ
の
広
告
掲
載
希
望

者
を
募
集
し
ま
す
。お
店
な
ど
の

走
る
広
告
塔
と
し
て
活
用
く
だ
さ

い
。

市
内
に
事
業
所
や
事
務

所
、店
舗
な
ど
を
持
つ
個
人
、法
人

軽
ワ
ゴ
ン
タ
イ

プ
の
車
両
15
台
／
年
間
走
行
距
離

１
万
㌔
㍍
以
上
、年
間
稼
働
日
数

２
０
０
日
以
上（
見
込
み
）

２
月
18
日（
木
）

〜
３
月
５
日（
金
）

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。郵
送
の
場
合
は
、封

筒
に「
公
用
車
広
告
掲
載
申
込
」と

記
載
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
総
務
部
総
務
課
と
上

下
水
道
部
経
営
総
務
課
で
配
布
す

る
ほ
か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

▼
総
務
部
総
務
課（
財
産
係
）
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〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１

▼
上
下
水
道
部
経
営
総
務
課（
出

納
管
財
係
）
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５
２
）３
３
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８
７
―
０
７
０
２
／
登
米
市

登
米
町
寺
池
目
子
待
井
３
８
１
―

１

▶

▶

▶

剝

と
が
で
き
ま
す
。申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、必
要
書
類
を
添

付
し
て
郵
送
、電
子
メ
ー
ル
ま
た

は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

※
同
一
の
生
徒
・
学
生
に
つ
き
申

し
込
み
は
１
回
限
り
で
す

※
申
込
書
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

※
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
、添
付

フ
ァ
イ
ル
の
容
量
を
４
メ
ガ
バ
イ

ト
以
下
に
し
て
く
だ
さ
い

次
の
❶
、❷
の
写
し

❶
対
象
者
が
在
学
中
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
書
類
＝
在
学
証
明

書
や
学
生
証（
期
限
が
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
）な
ど
、い
ず
れ
か
１

つ
❷
対
象
者
が
市
外
在
住
で
あ
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
＝
運
転

免
許
証
や
保
険
証
、ア
パ
ー
ト
や

寮
な
ど
の
契
約
書
、直
近
の
水
道

光
熱
費
の
請
求
書
や
領
収
書
な

ど
、い
ず
れ
か
１
つ

３
月
１
日（
月
）必
着

３
月
３
日
か
ら
順
次
発
送

予
定

産
業

経
済
部
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課

（
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
係
）

〒
９
８
７
―
０
６
０
２
／
登
米
市

中
田
町
上
沼
字
西
桜
場
18
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